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「めん屋 樹(Itsuki)」

は、今年１月７日に

オープンしたばかり。

店内はカジュアルな

雰囲気で、明るく気

持ちが良い。

今回ご紹介するのは

【チャーシューラーメン】
（930円）
※取材日は煮タマゴ（１個100円）を追加

ラーメンは、麺のかたさ、形状（ちぢれ

麺・ストレート麺・細麺）、ニンニクの有無、ネギの種類（白

ネギ・青ネギ・ネギなし）が、好みで選べるようになっている。

スープは「とんこつしょうゆ味」で、食べ始め

がこってりとしている割に後味がさっぱりし

ている。チャーシューも口の中でとろけるよ

うに柔らかい。トッピングのネギは味付きな

ので、まずネギの味を楽しんでからラーメン

に混ぜるようにおすすめしたい。

「男性だけでなく、女性やカップルの方々にも

気軽に利用していただきたいと願っています」と、代表の鯰江智一さん。

ほかに「チャーシューごはん」（580円）、「特濃

ラーメン」（950円）、「スープライス定食」（850

円）などがある。　　　　　　　　　（取材・前川）

恒例の「商家に伝わるひな人形めぐり」が今年も東

近江市五個荘で3月27日まで開かれている。

会場は、外村繁邸をはじめとする４軒

の近江商人屋敷と、金堂まちなみ保存

交流館、近江商人博物館、観峰館、八

年庵の計８カ所。中でも、近江商人屋敷では

江戸時代から代々伝えられてきた御殿雛や昨今の創作雛人形など総数100組に及ぶ

展示がなされている。

会期中、観光大使や地元学生たちがお雛様に

扮する「にんげん雛まつり」や、人形作りの実

演などが予定されている。

一足早い春の気配の中での雛人形めぐりはま

さに情緒たっぷり。　　　　　　　（取材・木俣）

●会場：①近江商人屋敷４館
　　　 　[外村繁邸、外村宇兵衛邸、中江準五郎邸、藤井彦四郎邸]
　　　 　（東近江市五個荘金堂町）
　　　 ②近江商人博物館（東近江市五個荘竜田町583）
　　　 ③金堂まちなみ保存交流館（東近江市五個荘金堂町904）
　　　 ④観峰館（東近江市五個荘竜田町136）
　　　 ⑤八年庵（東近江市五個荘川並町630）
●時間：①～④9：30～16：30　⑤10：00～16：00
●休館日：2/7(月)、2/14(月)
●料金：①②５館共通入館券（近江商人屋敷４館＋近江商人博物館）
　　　 　　大人900円　小中生410円
　　　 ③金堂まちなみ保存交流館 入館無料
　　　 ④観峰館 高校生以上200円 ※会期中の特別料金
　　　 　（通常は大人500円、高大生300円、小中生無料）
　　　 ⑤八年庵 中学生以上500円　小学生以下無料

●TEL：0748-48-2100

湖周道路を守山から近江八幡方面に車を走らせると、中主町菖蒲

地先に、紫式部の歌碑があります。

借景には、雪の比良連峰。そして、前方には沖島が見えます。

今から約1000年前、式部が京から大津に出て、船で揺られて見た

風景が、今もそのまま残ります。

歌碑には 『おいつ島 しまもる神や　いさむらん　浪もさわがぬ

わらわべの浦』 と詠んだといわれています。

京から石山寺詣にもひんぱんに訪れ、源氏物語の構想を練ったと

いわれる式部。大湖の中に浮かぶ沖島を見て、そのたたずまいを

心の中に投影して詠んだ歌はやさしくも、いとおしい歌です。

春の湖面輝く頃に、ぜひ一度お出かけください。

●紫式部歌碑　ＪＲ野洲駅よりタクシー利用。

絵と文・寺田みのる

Itsuki
●彦根市平田町511-102　●TEL：090-7488-7782
●定休日：木曜日
●営業時間：11：00～23：30（L.O.23：30）　

紫 式 部 歌 碑（野洲市）

88

県内の風景を描きに、寺田さんがあなたの町を訪れるかも。住所、氏名、電話番号、掲載希望場所を明記してお寄せください。
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●近江商人屋敷 外村繁邸（予定）
●時間：10：00～12：00、13：00～15：00
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五個荘の町並み五個荘の町並み五個荘の町並み


